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平均点は 44.5点，最高点は 85点 (2人)でした．各問の解説をつけます．

[1] 各 5点です．f(x) = ex2−y2
cos(2xy) に対し，

∂f

∂x
= 2xex2−y2

cos(2xy) − 2yex2−y2
sin(2xy),

∂f

∂y
= −2yex2−y2

cos(2xy) − 2xex2−y2
sin(2xy),

∂2f

∂x2
= (2 + 4x2 − 4y2)ex2−y2

cos(2xy) − 8xyex2−y2
sin(2xy),

∂2f

∂x∂y
=

∂2f

∂y∂x
= −8xyex2−y2

cos(2xy) + (−4x2 + 4y2 − 2)ex2−y2
sin(2xy),

∂2f

∂y2
= (−2 − 4x2 + 4y2)ex2−y2

cos(2xy) + 8xyex2−y2
sin(2xy)

となります．

[2] 25点です．log(1 + t(x + y)) を t について Taylor 展開してから t = 1 とおき
ます．

log(1 + x + y) = x + y − (x + y)2

2
+

(x + y)3

3
− (x + y)4

4(1 + θ(x + y))4
,

で，0 < θ < 1 となります．

[3] 25点です．
∫

f(x, t) dt = F (x, t) なので，
∫ 2x

x

f(x, t) dt = F (x, 2x)−F (x, x)

となります．合成関数の微分公式よりこれを微分して g(x, 2x)+2f(x, 2x)−g(x, x)−
f(x, x) となります．

[4] (1) 5点です．x = r cos θ, y = r sin θ と書くことにより，答えは m + n ≥ 3
です．

(2) 10点です．やはり極座標で書いて，

rm+n−2 cosn θ sinm θ = Ar cos θ + Br sin θ + rε(r cos θ, r sin θ),

の形で lim
r→0

ε(r cos θ, r sin θ) = 0 になっている必要があります．(後の式で θ は一定

でありません．) (1)より m + n ≥ 3 でなくてはならないので，両辺を r で割って，
m + n = 3 では不可能なことがわかります．m + n ≥ 4 のときは，A = B = 0 がわ
かり，このときは，O.K.です．よって答えはm + n ≥ 4 です．
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(3) 5点です．f(x, 0) だけを見て微分を考えることにより答えは m ≥ 1 または，
(n ≥ 3 かつ m = 0) です．

(4) 10点です．まず

∂f

∂x
(0, 0) =


0, m ≥ 1 または (n ≥ 4 かつ m = 0)の時,

1, n = 3, m = 0の時,

存在しない, その他の時,

であり，また y ̸= 0 のとき

∂f

∂x
(0, y) =

{
0, n ≥ 2 または n = 0 の時,

ym−2, n = 1の時,

なので，

∂2f

∂y∂x
(0, 0) =


存在しない, (n ≤ 3かつm = 0) または (n = 1 かつ m ≤ 2)の時,

1, n = 1, m = 3の時,

0, その他の時,

となります．x と y および n と m を入れえても同様なので，答えは (n ≤ 1 かつ
m ≥ 4) または (m ≤ 1 かつ n ≥ 4) または (n ≥ 2 かつ m ≥ 2) です．


